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釜石市立小・中学校における学校規模の適正化・適正配置関係資料 

 

１ 基本方針策定の経過 

年 月 内  容 

令和 3年 3月 釜石市学校規模適正化検討委員会を設置。 

教育委員会から「学校規模等の教育環境をどのように考え整備す

ることが望ましいか」について諮問。 

令和 3年 3月～ 釜石市学校規模適正化検討委員会を開催（9回） 

令和 4年 11月 検討委員会が教育委員会に提言書を提出 

令和 5年 12月 基本方針（案）について釜石市総合教育会議で説明 

令和 6年 1月 基本方針（案）について釜石市議会議員全員協議会で説明 

令和 6年 1月～2月 意見募集の実施 

令和 6年 2月 保護者アンケートの実施 

令和 6年 2月 基本方針（案）地域説明会の開催 

（中学校区 5カ所で実施 参加者数 延べ 73人） 

令和 6年 3月 釜石市教育委員会議で議決（策定） 

 

 

２ 基本方針 

(1)目的 

児童生徒数が減少する予測の中、当市の学校教育が目指す「強く生き抜く力」を育

成するために、児童生徒にとって望ましい教育環境の整備を図ることを目的とします。 

(2)手法 

① 全市的な観点から学校統合を検討します 

② 小中一貫教育（小中一貫校及び義務教育学校）の導入の可能性について検討しま

す 

(3)基本方針と方策 

 基本方針 適正化・適正配置の方策 

１ 望ましい教育環境の整備 

 児童生徒にとって望ましい教育環

境の整備を図ることを目的に行いま

す。 

●当面は、現在の５中学校区内から学校がなくなることのないよ

うに配慮する必要があると考え、小学校を１校は存続すること

を基本とします。 

●中学校において全ての教科で専門免許を有する教員を確保す

るためには、９学級以上が必要となり、市内全ての中学校を一

つに統合する必要があります。しかし、学区が広範囲になるな

どの課題が生じることから、複数校の設置が必要であると考え

ます。 

●校舎は、既存の校舎を活用することを基本とします。 
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 基本方針 適正化・適正配置の方策 

２ 学校規模の考え方 

 学校規模の標準は、小・中学校とも

12学級から18学級とされていますが、

当市の実情に応じて適正化・適正配置

を行います。 

 複式学級の措置は、可能な限り行わ

ないこととします。 

【小学校】 学級数６学級以上（各学年１学級以上）を基準とし

ます。 

【中学校】 学級数９学級以上（各学年３学級以上）が望ましい

と考えますが、学区が広範囲になるなどの課題がある

ことから、８学級以下となってもやむを得ないものと

します。この場合、小中一貫教育の導入についても検

討します。 

【１学級の人数】 15 人～35人 

３ 小規模校を存続させる場合の教育の

充実 

 小中一貫教育（小中一貫校及び義務

教育学校）の導入を検討します。 

小中一貫教育の導入について検討するとともに、小規模校を存

続させる場合は、小規模校のメリットを生かし、デメリットを最

小化する工夫を行います。 

４ 通学条件を考慮した適正配置 

 児童生徒の状況及び通学距離など

の児童生徒の負担を考慮した適正化・

適正配置を行います。 

通学時間は、小学校は 45 分以内、中学校は１時間以内を目安

とし、通学距離が小学校はおおむね 2.6 ㎞以上、中学校はおおむ

ね４㎞以上の場合は、スクールバスの運行など通学手段の確保に

努めます。 

５ 保護者、地域、市民の理解 

 保護者や地域、市民への理解を得る

ことに努めるとともに、学校と地域と

のつながりへの配慮に努めます。 

これまでの学校と地域との関わりに十分配慮し、学校規模の適

正化・適正配置の必要性や考え方について、各中学校区での説明

会やパブリックコメントの実施、教育広報の活用など、様々な機

会を用いて理解を図るよう努めます。 

 

 

３ 対象校の抽出 

№ 抽出の条件 学校名 

1 複式学級を有する学校 白山小学校、栗林小学校、唐丹小学校 

 

2 令和 12年度までに複式学級が予測される

学校 

釜石小学校、唐丹中学校 

3 令和 12年度までに９学級の確保が見込め

ない中学校 

釜石中学校、甲子中学校、 

釜石東中学校、大平中学校、唐丹中学校 

4 令和 12 年度に全ての学級が 15 人未満と

なる学校 

釜石小学校、双葉小学校、白山小学校、

栗林小学校、唐丹小学校、唐丹中学校 

 

※現在の５中学校区に小学校を 1校は存続させるため、唐丹小学校は基本として対象外 

※中学校は、市内１校にした場合、学区が広範囲になるなどの課題が生じることから、複

数校の設置とし、８学級以下でもやむを得ないものとする 

 ※児童生徒数の推移については、４ページ以降を参照 
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⑨最終計画案の

作成 

⑩教育委員会

議に提案 
⑪市議会に提案 

②懸案事項等

の検討・協議 

 

４ 推進計画策定のおおまかな流れ 

 

 

 

 

 

 

  ◎学校統合の流れ 

    

 

 

 

 

  

計画策定 

策定目標: 

令和 7年度上半期 

統合 
③記念事業の

計画・実施 

①統合準備委員

会の設置 

⑧パブコメ、 

学校・PTA・地域

への説明 

⑦市議会に説明 
⑥教育委員と

協議 

③推進計画策定

委員会での検討

開始 8月～ 

①学校・PTAと

懇談 6月～ 

②計画素案の

作成 

⑤計画案の作成 

 

④学校・PTA・地

域と懇談 
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■釜石市立小・中学校の現状 

１ 児童生徒数及び学級数の推移 

 表１ 小学校における児童数及び学級数の推移                         （R6.5.1現在） 

 
学校名 
 

年 度  ※( )内は西暦 増減率
(R6-
R12)/R6 

R4 
2022 

R5 
2023 

R6 
2024 

R7 
2025 

R8 
2026 

R9 
2027 

R10 
2028 

R11 
2029 

R12 
2030 

釜石小 ９２ 
 ６ 

８６ 
６ 

８０ 
６ 

６９ 
６ 

６６ 
  ６ 

６０ 
  ５ 

５６ 
  ５ 

４９ 
  ４ 

４３ 
４ 

△46.3 

双葉小 １３５ 
  ６ 

１３０ 
６ 

１１９ 
６ 

１０６ 
  ６ 

９５ 
  ６ 

８７ 
  ６ 

７７ 
  ６ 

７１ 
   ６ 

６１ 
６ 

△48.7 

白山小 ３０ 
 ４ 

３２ 
４ 

３１ 
  ４ 

３６ 
４ 

２９ 
  ４ 

３１ 
  ４ 

３０ 
  ４ 

３０ 
４ 

２７ 
３ 

△12.9 

平田小 １４８ 
  ６ 

１６０ 
  ６ 

１４３ 
  ６ 

１４７ 
  ６ 

１５０ 
  ６ 

１４５ 
  ６ 

１４７ 
  ６ 

１３２ 
６ 

１２４ 
６ 

△13.3 

小佐野小 ２８８ 
 １２ 

２８５ 
 １２ 

２８３ 
１２ 

２５１ 
１０ 

２３０ 
  ９ 

１９２ 
  ８ 

１８４ 
  ８ 

１８１ 
８ 

１６３ 
７ 

△42.4 

甲子小 ２４８ 
 １２ 

２４９ 
 １２ 

２２５ 
１０ 

２３０ 
１１ 

２２１ 
 １０ 

２１０ 
  ９ 

１９６ 
  ８ 

１７１ 
７ 

１７０ 
７ 

△24.4 

鵜住居小 １４０ 
  ６ 

１４７ 
  ６ 

１４３ 
  ６ 

１３４ 
  ６ 

１３５ 
  ６ 

１２７ 
  ６ 

１３０ 
  ６ 

１１８ 
６ 

１２３ 
６ 

△14.0 

栗林小  ３３ 
  ３ 

３１ 
４ 

３０ 
  ３ 

２６ 
３ 

２５ 
  ３ 

２１ 
  ３ 

１７ 
  ３ 

１４ 
３ 

１４ 
３ 

△53.3 

唐丹小  ５６ 
  ５ 

５３ 
５ 

４４ 
  ４ 

３９ 
４ 

３９ 
 ４ 

３２ 
４ 

３４ 
４ 

３２ 
４ 

３６ 
４ 

△18.2 

 合計 1,170 
   60 

1,173 
   61 

1,098 
57 

1,038 
56 

990 
54 

905 
51 

871 
50 

798 
49 

761 
46 

△30.7 

※上段は児童数、下段は学級数 

※児童数には特別支援学級在籍児童数を含む。 

※学級数に特別支援学級は含まない。 
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  表２ 中学校における生徒数及び学級数の推移                         

（R6.5.1現在） 

 

学校名 

 

年 度  ※( )内は西暦 増減 

R6-R12 

 

増 減 率

(R6-12) 

/R6 

R5 

(2023) 

R6 

(2024) 

R7 

(2025) 

R8 

(2026) 

R9 

(2027) 

R10 

(2028) 

R11 

(2029) 

R12 

(2030) 

釜石中 ２８９ 

 １０ 

２９５ 

１０ 

２８６ 

１０ 

２７８ 

１０ 

２７８ 

１０ 

２３５ 

８ 

２２８ 

７ 

２０４ 

６ 

△９１ 

△４ 

△30.8 

甲子中 １２８ 

  ６ 

１２４ 

６ 

１１４ 

５ 

１１５ 

５ 

１１１ 

５ 

１１８ 

６ 

１２０ 

６ 

１１４ 

５ 

△１０ 

△１ 

△8.1 

釜石東中 ８３ 

 ３ 

８５ 

３ 

８８ 

３ 

８７ 

３ 

９０ 

３ 

８１ 

３ 

９１ 

３ 

８３ 

３ 

△２ 

 

△2.3 

唐丹中  ２２ 

  ３ 

３１ 

３ 

３０ 

３ 

２９ 

３ 

２８ 

３ 

２６ 

３ 

２３ 

３ 

１６ 

２ 

△１５ 

△１ 

△48.4 

大平中  ８１ 

  ３ 

８１ 

３ 

７５ 

３ 

８８ 

３ 

８１ 

３ 

８６ 

３ 

９２ 

４ 

９３ 

４ 

１２ 

１ 

14.8 

 合計 ６０３ 

 ２５ 

６１６ 

２５ 

５９３ 

２４ 

５９７ 

２４ 

５８８ 

２４ 

５４６ 

２３ 

５５４ 

２３ 

５１０ 

２０ 

△106 

△５ 

△17.2 

 

 

学校名 

 

年 度  ※( )内は西暦 増減 

R6-R18 

 

増減率 

R18/R6 R13 

(2031) 

R14 

(2032) 

R15 

(2033) 

R16 

(2034) 

R17 

(2035) 

R18 

(2036) 

  

釜石中 １９１ 

６ 

１６３ 

６ 

１３５ 

６ 

１２６ 

６ 

１３８ 

６ 

１３２ 

５ 

  △163 

△５ 

△55.3 

甲子中 １１２ 

５ 

１０１ 

４ 

９６ 

４ 

８４ 

３ 

７０ 

３ 

７４ 

３ 

  △５０ 

△３ 

△40.3 

釜石東中 ７９ 

３ 

６９ 

３ 

６５ 

３ 

６７ 

３ 

６２ 

３ 

７２ 

３ 

  △１３ 

 

△15.3 

唐丹中 １３ 

２ 

１６ 

３ 

１６ 

３ 

２１ 

３ 

１６ 

３ 

２０ 

３ 

  △１１ 

 

△35.5 

大平中 ９７ 

４ 

８７ 

３ 

８３ 

３ 

８０ 

３ 

７５ 

３ 

６８ 

３ 

  △１３ 

 

△16.0 

 合計 ４９２ 

２０ 

４３６ 

１９ 

３９５ 

１９ 

３７８ 

１８ 

３６１ 

１８ 

３６６ 

１７ 

  △250 

△８ 

△40.6 

※上段は生徒数、下段は学級数   

※生徒数には特別支援学級在籍児童数を含む。 

※学級数に特別支援学級は含まない。 

 


